
１
ライフコース
アプローチを
踏まえた健康
づくりの推進

２
ソーシャル
キャピタルを
活用した健康
づくりの推進

３
健康危機管理
体制の充実

（１）からだの健康づくりを
支援する

（２）こころの健康づくりを
支援する

（３）健康を保持・増進でき
る環境づくり

（１）元気いっぱいサポーター
を育成・支援する

（２）協働による健康づくりを
推進する

（１）熱中症対策を充実させる

（２）感染症対策を充実させる

（３）大規模災害を想定した対
策を推進する

基本方針 具体的取組

現行 保健計画 次期 保健計画 修正の理由

統
合

継
続

新
設

現行計画の「基本方針２ ライフステージの特性に応
じた健康的な生活習慣を実践する」については、紐づ
く構成事業が他の方針と重複することが多いため、基
本方針からは削除し、代わりに各事業や取組に対象年
代を表示する。国・都の計画ともにライフコースアプ
ローチを柱としているため、基本方針としたい。

改正気候変動適応法（熱中症）や新興感染症の流行（新
型コロナ）等も含めた災害対応の整備が求められており、
災害時の医療体制の整備等を第７次府中市総合計画後期
基本計画の主要な取組としているため、「健康危機管理
体制の充実」を新たな基本方針としたい。

少子高齢化や地域のつながりの希薄化が社会問題と
なっており、ソーシャルキャピタルを活用した取組は
重要な視点であることから、継続して基本方針とした
い。これまでの２次計画及び３次計画ではソーシャル
キャピタルの「醸成・発展」に取り組んできており、
今後は活用を図っていきたい。

資料4第４次府中市保健計画・第４次府中市食育推進計画 骨子（案）



１
ライフコース
アプローチを
踏まえた食育
の推進

２
ソーシャルキャ
ピタルを活用し
た食育の推進

３
より良い食環境
づくりの推進

（１）情報発信や支援体制を充実
する

（２）体験活動を通した取組を
充実する

（１）食育推進リーダーを育成・
支援する

（２）協働による食育を推進す
る（※職域・共食を含む）

（１）食の循環を支え、食文化
を継承する

（２）食の安全・安心につなが
る情報を提供する

基本方針 具体的取組

現行 食育推進計画 次期 食育推進計画 修正の理由

統
合

継
続

①
②
統
合

現行計画のように各期の取組を具体的取組として細か
く記載すると、他の項目で示す具体的取組と内容が重
複するケースが多く、計画全体としての分かりやすさ
や一貫性が損なわれる可能性がある。
一方で、食育の推進にあたっては、年代ごとに異なる
課題や特性に応じた支援・啓発が不可欠であり、特に
食生活の基盤は幼少期～若い時期に形成されるため、
生涯を通じた健康づくりを実現するには、将来を見据
えて各ライフステージに応じた食へのアプローチを行
うことが重要であると考えたため。

食品ロスや食文化・災害時の食等については、上記２
つの基本方針に組み込むことが難しく、持続可能な食
の実現（食品ロス削減・地産地消）や食文化の継承、
災害に備えた食など、多角的な食育の課題を包括的に
捉えていく必要があるため。

現行計画では、保健計画でのみ「ソーシャルキャピタ
ル」を取り入れていたが、食育においても関係機関と
の連携・協働による推進により広く食からの健康づく
りを推進していく必要があると考えたため。
また、東京都健康推進プラン21において、事業者や就
業者数が多い都内においては、自治体のみならず、職
域での健康づくりの取組が重要であることが示されて
いるため。
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